
  

 

京都市バスで廻る国宝ナビゲーション 
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あらまし  世界的な観光地である京都は多数の国宝を始めとする文化財を有し，非常に多数の人々市バスを利用
してそれらを廻るが，本研究ではそれらスポット自体の情報とバスの運行情報を合わせて管理できるアプリケーシ
ョンを提案する．京都市バスなどいくつかのバス会社では，スマートフォンからアクセスできるバス運行情報を提
供し，利用したいバス停に利用したい系統のバスが接近しているかが把握できる．この情報は操作が面倒であるの
で，路線図や地図に表示したバス停をタッチするだけで情報が得られることが望ましい．また GPSにより，自分が
いる場所が地図上に表示され，最寄りのバス停が分かると便利である．利用者がある場所から国宝のあるスポット
に行きたい場合，そこに直接行ける系統があるのか，そのバスがすぐに来るのかがわかれば効率的に観光ができる．
目的地に着くまでにそのスポットの基本的な情報を閲覧でき，現地から帰る場合もバスの接近がわかれば，そのス
ポットにいる時間をより楽しく過ごせるであろう．技術的には，Android アプリケーションとして，路線図や地図
を中心としたページを構成し，タッチ操作で必要な情報をポップアップしたり，ページ遷移したりする機能を実装
する．データ自身は既存のWebサイトへのリンクやいくつかのキーワードをそれらサイトから抽出しておき，汎用
的なデータ構造として定義する．試作したプロトタイプに関しては概ね良好な評価を得ている． 
キーワード   サービスコンピューティング，Androidアプリケーション，京都市バス，京都文化財 
 

Kyoto National Treasure Navigation by Kyoto City Bus  
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1-79-1 Kitayama, Hirakata-shi, Osaka, 573-0196 Japan  
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Abstract Kyoto, one of the most popular tourist destinations in the world, is home to numerous cultural assets including a 
number of national treasures, and tons of visitors take the Kyoto City Bus to travel around places where they have these 
treasures. In this study, we propose an application that can manage tourist spot and bus service information. Several bus 
companies, including Kyoto City Bus, offer bus service information accessible by smartphone, which makes it possible to find 
out whether the desired bus is approaching the nearest bus stop. However, their systems require the user to go through a lot of 
steps to get the required information. With our application, on the other hand, it’s possible to access the same information by 
simply touching the bus stop on the map or on the bus route map displayed on the phone. In addition, GPS displays the user’s 
present location on the map, which makes it easier to tell where the nearest bus stop is. This application is especially useful for 
tourists who want to cover as many sightseeing spots as possible within a limited amount of time. It helps them save time by 
letting them know if there is a bus route that goes directly to their destinations or if the desired bus is coming shortly. It also 
helps them make the most of their visits by offering easily-browsable basic information about their destinations before 
reaching them. It allows them to enjoy their time at sightseeing spots even further by letting them know if the bus they want to 
take next is approaching. To make this technically possible, we use Android to create map- or bus-route-map pages and 
implement functions for necessary information to pop up and for page transition, which can be activated by touch operation. 
The data itself is linked to existing websites, and their key words have been extracted in advance. We define such data as 
general-purpose data structure. The prototype application has received a lot of favorable feedback. 

Keyword  Services Computing, Android applications，Kyoto City Bus, National treasures in Kyoto 
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1. 研究の背景と目的  
世界的な観光都市である京都には多数の国宝や重

要文化財指定を受けた建築物，仏像彫刻，絵画がある．

桜や紅葉，葵祭や祇園祭などに加え，文化財を廻るの

が観光客の大きな楽しみとなっており，シーズには多

数の観光客でごった返す．京都市内の交通は，京阪等

の鉄道や地下鉄もあるが，市バスの依存度が非常に大

きい．市バスで行ける国宝スポットが多い，近くまで

行ける，一日乗車券で経済的などが理由と言えるが，

コロナ禍前は，道路の渋滞，バス自体の混雑などで定

時運行が困難な状況であった．今後，観光需要が戻れ

ば同様な状態になるであろう．  
京都市交通局では主要なバス停にバス接近表示装

置を設置しており（図 1 左），運行が乱れていてもどの
系統のバスが到着しそうなのかがわかる [1]．装置が無
いバス停でも，あるいは離れた場所にいても，図 1 右
のように所定のバス停での関連系統の接近表示をスマ

ートフォンで見ることができる [2]．バス時刻表通りに
動いていない状況でも利用者はバスをそのまま待つの

か，別の系統を利用すべきか，どこかで時間を潰すか

などの判断が可能となる．  

  

図 1．京都市バス接近情報表示装置とスマホ画面  
ある場所から国宝スポットに行きたい場合，直接の

バス路線があるのか，そしてそのバスはすぐ来るのか

が判断できると旅行者は行動をとりやすい．またスポ

ットからバスに乗って帰宅したり別の場所に移動する

際も最寄りバス停へのバス接近状況がわかると，急い

でバス停に向かうべきかもう少しゆっくり滞在するか

が判断できる．本稿ではこのような市バスで廻る国宝

ナビゲーションを実現するアプリケーションを提案し，

実装方式を述べ，試作状況を報告する．  
なお，このアプリケーションで必要とするバスの運

行状況データ，国宝スポットや各文化財の写真や説明

データは基本的に公開されておらず，著作権保護の下

にある．ホームページで表示されているデータもリン

クも二次利用は禁じられている．今回の試作はアプリ

ケーションの可能性を示すものであり，アプリケーシ

ョンの公開や商用利用を目的としない．試作を通して，

データ形式や汎用機能を明確にして，将来的に著作権

者がデータを公開した場合に備えておけるようにする

こと，標準データ形式に関し考察を進めておきたいと

いう位置付けである．  
この後 2 章にてベースとなるバス運行情報，国宝関

連サイトの分析とアプリケーション化の方向付け， 3
章ではバス情報アプリケーション構成法を，4 章では
国宝ナビゲーション構成法を，5 章で結論と今後の課
題を述べる．  

 

2. データ研究の背景と目的  

2.1.京都市バス接近表示  
京都市交通局はオープンデータとして時刻表デー

タを提供し [3]，それを基に「バス・鉄道の達人 歩く
まち京都」などの時刻表検索・乗り継ぎ支援アプリケ

ーション開発がなされている [4]．「京都市バス検索」
[5]など他の時刻表検索サイトも明示されてはないが
このデータセットを利用していると推察される．なお，

このサイトの Twitter[6]からはバス停情報はクラウド
ソーシングにより行っているとの記述がある．  
今回提案のアプリケーションは，市バスの時刻表は

扱わず，接近表示を路線図や地図ベースでタッチによ

り表示するという機能を想定している（図 2）．交通局
のポケロケのサイトでは，読み仮名検索，バス停名直

接入力，系統番号，現在地の GPS 情報などの方法によ
り利用したいバス停を指定し，そこから最大 5 個まで
の系統番号・方面を指定して接近情報が表示されるよ

うになっている．我々のアプリケーションは，バス停

をタッチするとそのバス停に発着する全ての行先別系

統のバスの情報を示すことを狙っている．その他，大

まかに市バス運行範囲の領域を升目で区切ったり，拠

点となるバス停，GPS 情報的に近いバス停を指定でき
るモードも備える．  

 

図 2．提案アプリケーションのイメージ  
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図 3．ポケロケ登録画面  

当アプリケーションを構築するには公開された時

刻表データでは実現できないので，交通局のホームペ

ージから得られる情報を加工して，京都市バス以外に

も適用可能となる汎用的なデータ記述形式（ JSON 形

式 [7]）を提案する．基本的にはサイトへのリンクと，
そこに誘導するのに必要なキーワードに留める．その

ようなアプローチは文献 [8][9]のように研究活動の一
環として扱われている．無論著作権的な問題があり，

データの体系化を検証するという目的に留める．京都

市から大阪北部に路線を持つ京阪バスも接近情報を提

供しており [10]，そのようなバス会社にも適用可能な
ものを考えたい．  

2.2. 京都国宝探訪  
京都にある国宝・重要文化財の情報，写真等のデー

タも著作権フリーなものは無い．現在公式以外でその

ような文化財を紹介するサイトは何らかの著作権利用

の契約は結ばれていると想定されるが，今回の研究レ

ベルではアプリケーションのコンセプトの有効性をし

めすため，サイトのデータを解析して必要な部分をア

プリケーションに組み込むこととする．国宝が網羅的

に掲載され，市バス系統が示され，かつ HTML 構造が
解析しやすいサイトとして「京都に乾杯 国宝  目的で
探す京都の文化財・文化施設  京の文化財」[11]を今回
利用する．  
アプリケーションを構築するに当たり，汎用化に必

要なデータ要素としては，国宝が存在する施設名（そ

れ自身が国宝である場合もある），国宝名，種別（建造

物，仏像彫刻，絵画），見どころ情報，そのスポットへ

のリンク，スポットや国宝の写真リンク，近隣停留所

名と系統名である．これらを該ページへアクセスする

ことで集約し，アプリケーション内で扱いやすい JSON
形式で規定する．これもサイトや画像へのリンクを主

とし，それらへ誘導するためのキーワードを扱う．な

お，多数のサイトを利用するのではなく，今回上記 [11]

のサイトのみとしているので，スポットによっては写

真リンクが無いなどの状況もある．  
 

3. 市バス接近情報表示機能  

 3.1. 機能イメージ 
図 2 で示したように，地図と路線図上のバス停をタ

ッチするとポケロケ公式サイトのリンクを呼び出し，

接近情報の画面をポップアップする．このアプリケー

ションの特徴としては，そのバス停の全ての系統・方

面別の画面を同時に表示し，スクロールで該当のもの

を閲覧してもらうという形にしていることである．こ

の画像を構成するために必要となるデータを以下にま

とめる．  
京都市バスは 700 近いバス停があるので，このバス

停名を全て揃えることが第一歩である．バス停コード

も定義されているのでこれも収集する．各バス停には

系統・方面別の接近表示の接近表示の URL が定義され，
合計 5000 以上になる．そしてこれらバス停の地図上の
緯度経度と路線図上の相対座標を取ることで，Android
アプリケーションのタッチイベント処理が可能になる． 
データに関しては各サイトを訪れ html ファイルを

保存，ソースコード表示により取得でき，これら HTML
から正規表現 [12]処理を駆使して必要なものに絞り込
む．これらを図 4 に示す JSON にまとめることで，

Androidアプリケーションが各場面で機能を果たせる．
バス停事にバス停名・緯度経度・相対 x，y 座標・接近
情報要素（ info）を持つ JSONObject を作り，それを繰
り返し要素として持つ JSONArray を定義する（名称は
busjson）． Info 要素は，方面・系統番号・url を要素と
するオブジェクトの JSONArray である．  

 
図 4．JSON 構造の提案  

地図の表示は Zenrin 地図 [13]の API を用いる．
Android のページを構成する Activity 内に WebView 要
素として HTML 文書を表示させる．この HTML には
JavaScript で地図 API を操作し，指定された緯度経度
を中心に地図を表示，各バス停の緯度経度の位置にマ

ーカを記述，その位置のタッチイベントを拾う設定を

する機能を盛り込む．緯度経度データは上記 JSON か
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ら与え，また Android から取れる GPS による緯度経度
で移動していても地図がその位置をフォローできるよ

うにする．地図のタッチ位置はその緯度経度と JSON
内の緯度経度情報を当たり判定して，どのバス停が指

定されたかを判定する．  
路線図を用いたページに関しては，その路線図内の

バス停の相対座標を求める必要がある．このために，

この Android アプリケーションとは別に，ブラウザ上
に路線図を表示させ，その全てのバス停をタッチして

座標を求めるプログラムを作成した．路線図の画像フ

ァイルを読み込み HTML5 の Canvas 上に描画し，画像
の左上を原点にした座標をタッチイベントで記録する

プログラムである．  

3.2. 路線図上での表示  
Android 画面に路線図を表示，タッチ操作によりバ

ス停を指定し，バス毎の接近情報を表示するには，文

献 [14][15]などにあるように View，Canvas，Bitmap な
どのクラスを用いる．路線図ファイルを読み込み，

Canvas 上に drawBitmap を用いて描画する．その後，
JSON より路線図の相対座標データ（図 4 の "coor"配下
の "x"と "y"）を読み込み，水色のボタンとしてバス停
を描画する .タッチイベントは左上を原点とした座標
が onTouchEvent メソッドで撮れるので．その座標と
JSON の相対座標データが一致するバス停の接近情報

をポップアップとして表示する．ポップアップは，

AlertDialog 上にレイアウトを組み，その中にバス接近
情報 HTML サイトの url（そのバス停の全系統の全方
向の url）を指定して WebView として表示する．  

3.3. 地図 API を用いた表示  
Zenrin地図 APIを利用して GPSで得た緯度経度を中

心に描画する HTML ファイルを作り，それを WebView
で一画面に表示する．バス停は赤丸で描写し，ページ

上部には GPS で取得した現在位置を表示している．  
 初期画面は京都市役所中心，GPS を取得するとその
位置を中心に移動する（青丸）．市バス路線範囲外の地

域にいる場合は，そこから最も近いバス停がある場所

を JSON データの緯度経度要素を用いて計算する．こ
の計算は現在位置と各バス停の直線距離をキーとし，

線形探索アルゴリズムを用いて一番近いバス停の割り

出しを行っている．  
地図表示の HTML ファイルは WebView でのページ

ロードが終わる（onPageFinished メソッドにて通知）
と Android 側からのバス停緯度経度情報を受け取り，
地図上に円を描画，タッチイベントにより Android へ
通知（alert）する．Android 側ではこの alert を onJsAlert
メソッド（コールバック）により受け取り，そのバス

停に関しポップアップを生成（3.2 節と同等）する．  
 

4. 国宝スポットへのナビゲーション  

 4.1. 機能イメージ 
京都市バスにより国宝スポットを効率的に巡るこ

とができる機能を実現する．2.2 節に示したサイト [11]
の情報をベースに構築するが，以下の各情報をポップ

アップやページ遷移で提供することを考える．  
・国宝建造物，国宝彫像，国宝絵画一覧  
・各スポットの個別ページへのリンク  
・各スポットのバス停情報  
・各スポットの写真表示用リンク  
まずメインページから「国宝探索」ボタンにより国

宝を所有する寺社一覧ページ (図 5 左 )へ遷移する．寺
社をタッチすると，ポップアップにて選択したスポッ

トの所有する国宝一覧，見どころと市バスのページへ

と遷移するボタンが表示される（図 5 右）．ポップアッ
プにはバス接近情報の表示と同様，AlertDialog 上にレ
イアウトを組みその後 WebView としてそのスポット
の画像のリンクを読み込み表示させている．  

 
図 5．選択画面と選択された国宝スポット  

 スポット名をタッチすると京都の国宝を紹介する

サイトのリンクを呼び出し Web サイトとして表示す
る．図 5 右の見どころ紹介ボタンではそのスポットの
見どころを一覧で表示し，市バスボタンではそのスポ

ットへ向かう系統のバスの接近情報をポップアップに

て表示する．これら機能を実現するために必要となる

データを以下にまとめる．2.2 節で示した「国宝に乾
杯・・・」サイト [11]の HTML および，そこから辿れ
る個々のページの HTML を解析することで以下の

JSON データを作成する．  
②  国宝建造物・彫像・絵画情報 (kyototreasures.json)， 
②各スポットの個別ページリンク (spotlinks.json)，  
③  そのスポットへ向かう全系統のバス停情報  

(spotbusinfo.json)，  
④各スポットの写真ファイルリスト (tresureinfo.json) 
をまとめた JSON をそれぞれ作成する．上記①には各
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バス停の最寄りの観光スポットとそれに付随する彫像

や絵画が，②には観光スポットとそのサイトの URL
が，③には観光スポットとその最寄りのバス停情報が，

④には観光スポットの名前と，その名所の写真を表示

するリンクがそれぞれ要素として格納されている．バ

ス情報とのリンクについては 4.3 節にて述べる．①の
JSON は図 6 のような構成要素から成る．  

 
図 6．国宝スポットに関する JSON 構造  

 京都市バスで廻れるスポットは，西本願寺，東寺，

下鴨神社，北野天満宮，千本釈迦堂，二条城，知恩院，

清水寺，南禅寺，銀閣寺，妙法院，三十三間堂，豊国

神社，仁和寺，広隆寺，高山寺，東福寺，大徳寺，上

賀茂神社，六波羅蜜寺，清凉寺，神護寺，法性寺，清

浄華院，上品蓮台寺，青蓮院門跡，建仁寺，金地院，

永観堂，泉屋博古館，智積院，妙心寺，曼殊院門跡，

京都国立博物館の三十四カ所になる．  

4.2. ページ構成法  
 図 5左ページは上記①のスポット用いて Button要素
の配列により構成する．スポット名を引数としてとし

て右ページを呼び出す．指定のスポット名の Web サイ
トへのリンク，国宝類の項目表示，スポットの代表的

画像の表示，みどころページへのボタン，バス情報ペ

ージへのボタンから成るページである．写真表示は①

から得られる画像 URL を WebView にて表示したもの
で，その他の部分は Button や TextView である．ここ
で，例えば url_link という TextView を作り<a>タグを
記述しても単なる文字列となってしまうので対策が必

要である． LinkMovementMethod.getInstance()によりイ
ンスタンス（MovementMethod 型）を生成し，url_link
に対してセットする（ setMovementMethod メソッド）．
リンク定義した文字列 html を Html.fromHtml(html)に
より変形し，これを CharSequence でキャストしたもの
を url_linkに setTextメソッドで設定する．これにより，
図 5左のリンクから同図右の Webページのブラウザが
開かれる．  
図 7 の見どころ一覧では，指定されたスポット名に

対する見どころを①の JSON から，画像リンクを④か
ら 読 み 出 し て 生 成 す る ． 図 7 左 は 上 述 の

MovementMethod によりリンクとして表示している．
ここをタッチするとその写真が Web サイトとして表

示される（図 7 右）．   

 
図 7．見どころ一覧と写真ページ  

4.3. バス情報との関連付け 
図 5 右の「市バスで Go」をタップすると図 8 左のこ

のスポットに行けるバス停一覧が表示される．ここで

は関連系統の全てのバス停を表示しているわけではな

く，市内の主要な駅や複数訪れるだろうスポットのい

くつかに限定している．バス停名をタッチすると右図

の様にバス接近情報がポップアップされる（WebView
として）．3 章で説明した市バス接近情報のポップアッ
プ（図 2）はそのバス停の全系統の情報を表示するが，
こちらのページで示されるのは該当スポットに向かう

系統のバス接近情報の表示のみの仕様となっている．  

  
図 8．バス情報との連携  

このページを構成するために，スポット名から③の

JSON データにより関連のバス停が得られるが，これ
にバス情報を対応させるため，図 4 の基本データから
系統ごとにバス停をまとめた JSON を図 9 にように新
たに作成する．これは系統番号をキーに JSONArray と
し，その要素である JSONObject には系統番号と始点
～終点の全バス停名を JSONArray で構成される．  
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図 9．系統毎にまとめた JSON 構造  

 図 8 左ページでは，③の JSON データでスポット付
近のバス停名とそこに向かう系統番号のリストを管理

しているので，図 9 の JSON から関連系統毎の全バス
停名を取り出す． Java の Set クラスにより重複を排除
し，予め規定した主要バス停一覧を合致するものを選

んで表示する．このボタンをタップすると図 9 右のよ
うなポップアップが AlertDialog により表示されるが，
上述の通り，該当バス停の全系統ではなく，指定され

たスポットに直行する路線のみである．  
 主要バス停は，今回は，京都駅前，大徳寺前，下鴨

神社前，北大路バスターミナル（地下鉄北大路駅），出

町柳駅前，三条京阪前，北野白梅町，御室仁和寺，四

条京阪前，四条河原町，五条坂，七条京阪前，博物館

三十三間堂前，岡崎公園 美術館・平安神宮前，二条

城前，北野天満宮前，金閣寺道，四条烏丸（地下鉄四

条駅），銀閣寺道，七条大宮・京都水族館前，京都駅八

条口，四条大宮，嵐山，二条駅前，河原町三条，東寺

東門前，東福寺，梅小路公園・ JR 梅小路京都西駅前，
松尾大社前，上賀茂神社前（御薗口町），南禅寺・永観

堂道，鷹峯源光庵前を選定した．  

5. 結論と今後の課題  
本研究では，非常に多数の国宝を始めとする文化財

を有し，世界的な観光地である京都を題材に，観光地

の情報とバスの運行情報を合わせて管理できるアプリ

ケーションの開発をするとともに，汎用的なバス情報

のデータ構造を提案した．京都は街自体が一種のミュ

ージアムであり，ディジタル的に楽しむことも実地で

実物を鑑賞するのも両方とも「有り」である．試作し

たプロトタイプに関しては概ね良い評価を得ることが

でき，天気や道路状況によって到着時間が変わるバス

のデメリットとうまく噛み合ったと言える．  
今後の課題としては，バス停名，位置の変更や利用

率減少からの廃止などにうまく対応するために，効率

の良いデータの取得方法が挙げられる．京都市バスの

公式サイトや他の時刻表サイトでは乗り継ぎに関する

ルート提案や時刻表提示機能を有しているが，これら

をどう取り入れるかも課題である．今回は直行便のみ

で逆方向の終点向きの表示も出る状態であるので，乗

り継ぎも含め対応を考えたい．また，京都市から大阪

北部に路線を持つ京阪バスを始め，京都市バス同様に

バス接近情報を提供いるバス会社に，本研究を適応可

能できるようにしていきたい．  
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